
１．入院中の精神障害者等に
対する意向確認結果
（単純集計）
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１） 入院中の精神障害者に対する意見聴取

※表中の数字は、全て人数（単位：人）であり、棒グラフの数字は、全て
構成比（単位：％）である。

基本情報

今回の意見聴取対象者の主な特徴は、以下のとおり。

○４０～６４歳、未婚、入院前は自宅に居住していた患者
が多い。

○入院年数は、５年未満が多く、４１．８％であった。

○入院時の入院形態は医療保護入院が多く、現在の入
院形態は、任意入院が多い。入院回数は１回が最も多
いが、５回以上も約４割である。

○精神保健福祉手帳を所持していない患者が７割弱、障
害年金を受給していない患者が４４．６％である。

○障害程度区分、要介護認定は申請なしが多い。

○診断名は統合失調症が多く、身体合併症ありの方の
内訳では、糖尿病、高血圧が多い。

○ＧＡＦは４０未満が５２．４％と多いが、４０以上６０未満
も３６．９％である。



問１ 年齢
20～39歳 40～64歳 65歳以上 無回答

7 114 48 1

4.1% 67.1% 28.2%

20～39歳 40～64歳 65歳以上

問２ 性別

男性 女性 計

100 70 170

58.8% 41.2%

男性 女性

問３ 婚姻状況

未婚 既婚 内縁 離婚 死別 計

127 9 0 30 4 170

74.7% 5.3% 17.6% 2.4%

未婚 既婚 内縁 離婚 死別



問４ 入院前の居住状況

自宅 賃貸住宅 一般病院 精神科病院 GH/CH
介護老人保

健施設
介護老人保

健施設
その他 計

103 31 7 13 11 0 1 4 170

60.6% 18.2% 7.6% 6.5%

自宅 賃貸住宅 一般病院 精神科病院

GH/CH 介護老人保健施設 介護老人保健施設 その他

問５※ 世帯状況

父親 母親 兄弟姉妹 配偶者 息子・娘 単身 その他

22 42 32 8 6 60 6

12.5% 23.9% 18.2% 34.1%

父親 母親 兄弟姉妹 配偶者 息子・娘 単身 その他

※問４で自宅、賃貸住宅と回答した場合に回答、複数回答可



問６ 入院年数

５年未満 5年～10年 10年～20年 20年以上 無回答
71 50 22 25 2

41.8% 29.4% 12.9% 14.7%

５年未満 5年～10年 10年～20年 20年以上 無回答

※平成26年3月1日時点を基準として算出

問７・８ 入院形態

任意 措置 緊急措置 医療保護 応急

63 13 0 93 0

37.3% 7.7% 55.0%

任意 措置 緊急措置 医療保護 応急

任意 措置 医療保護

100 0 68

59.5% 40.5%

任意 措置 医療保護

入院時 意向聴取時



問９ 入院回数

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回以上

35 18 22 20 18 10 15 3 7 7 11

21.1% 10.8% 13.3% 12.0% 10.8% 6.0% 9.0% 6.6%

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回以上

問９－１ 通算入院期間

5年未満 5年以上10年未満 10年以上 無効解答 無回答

37 44 85 1 3

21.8% 25.9% 50.0%

5年未満 5年以上10年未満 10年以上



問９－２ 入院回数のうち、
他院への入院回数

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回以上

21 15 6 4 5 0 2 0 2 0 1

37.5% 26.8% 10.7% 7.1% 8.9%

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回以上

問10 精神障害者保健福祉手帳

なし 1級 2級 3級 計

107 15 31 3 156

68.6% 9.6% 19.9%

なし 1級 2級 3級



問１１ 障害年金等級

なし 1級 2級 3級 計

66 25 55 2 148

44.6% 16.9% 37.2%

なし 1級 2級 3級

問１２ 障害程度区分

申請なし 非該当 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 計

145 1 1 5 2 1 0 0 155

93.5%

申請なし 非該当 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6



問１３ 要介護認定

申請なし 非該当 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計

148 0 3 1 0 2 3 2 0 159

93.1%

申請なし 非該当 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

問１４ 主診断名

アルツ
ハイ

マー型
認知症

血管性
認知症

その他
認知症

特定不
能の認
知症

その他
器質性
精神病

アル
コール
使用に
よる精
神障害

薬物に
伴う精
神障害

統合失
調症

その他
の精神
病性障

害

気分障
害

神経症
性障害

等

生理的
障害等

人格・
行動の
障害

知的障
害

発達障
害

少年・
青年期
に発症
する行
動及び
情緒障

害

特定不
能の精
神障害

てんか
ん

計

0 0 0 0 0 10 1 136 3 8 1 0 1 6 0 0 0 3 169

5.9% 80.5% 4.7%

アルツハイマー型認知症 血管性認知症 その他認知症

特定不能の認知症 その他器質性精神病 アルコール使用による精神障害

薬物に伴う精神障害 統合失調症 その他の精神病性障害

気分障害 神経症性障害等 生理的障害等

人格・行動の障害 知的障害 発達障害

少年・青年期に発症する行動及び情緒障害 特定不能の精神障害 てんかん



問１５ 身体合併症の有無

あり なし 計

57 109 166

34.3% 65.7%

あり なし

問１５※ 身体合併症（有りの場合）

廃用症候
群

低栄養 水中毒 糖尿病 高血圧 骨折 肺炎
その他感

染症

脳血管疾
患

悪性新生
物

肺気腫・
COPD

慢性腎不
全

パーキン
ソン病関
連疾患

その他

1 0 5 17 13 2 2 0 1 1 2 1 2 23

7.1% 24.3% 18.6% 32.9%

廃用症候群 低栄養 水中毒 糖尿病 高血圧

骨折 肺炎 その他感染症 脳血管疾患 悪性新生物

肺気腫・COPD 慢性腎不全 パーキンソン病関連疾患 その他

※複数回答可



問16 GAF尺度

40未満 40以上60未満 60以上 計

88 62 18 168

52.4% 36.9% 10.7%

40未満 40以上60未満 60以上

ご本人への意見聴取

問１ 病院に入院している理由

○最も重要な理由として挙げられたのは、「病気の状態」
が２０．６％、「病院から退院の許可がおりていない」が
１８．２％、「住むところがない」が１５．３％であった。



問1入院理由（最重要）

病院からの許
可

病気の状態 住居 家族の反対 金銭的問題 不安 病院にいたい その他
無効解答・無

回答

31 35 26 9 5 11 8 20 25

18.2% 20.6% 15.3% 5.3% 2.9% 6.5% 4.7% 11.8%

病院からの許可 病気の状態 住居 家族の反対 金銭的問題 不安 病院にいたい その他 無効解答

問1※（最重要以外）：入院理由

病院からの許
可

病気の状態 住居 家族の反対 金銭的問題 不安 病院にいたい その他

31 44 26 11 21 25 10 20

16.5% 23.4% 13.8% 5.9% 11.2% 13.3% 5.3% 10.6%

病院からの許可 病気の状態 住居 家族の反対

金銭的問題 不安 病院にいたい その他



問２（１） 退院の希望

○「退院したい」が７２．９％、「退院したくない」が１５．
９％、「決められない」が５．９％であった。

問2（１） 退院希望の有無

退院したい 退院したくない 決められない わからない 不明
無効解答・無回

答

124 27 10 4 2 3

72.9% 15.9% 5.9%

退院したい 退院したくない 決められない わからない 不明 無効解答・無回答



【問２（１） 自由回答（抜粋）】
○退院したい理由

・早く普通の生活がしたい
・家に帰って家族と生活したい
・退院して自由な生活がしたい
・自分で料理がしたい
・働きたい。
・入院費が気になる

○退院したくない、決められない理由
・家族が反対している
・食事を自分で作れない
・病院がいい
・外へ出るのが不安
・退院してもうまくいくかどうか分からない

問２（２） 退院の時期

○退院したいと回答した患者のうち、「条件が整えば退院
したい」が４９．２％、「すぐにでも退院したい」が３９．
５％であった。



問2（２）① どのくらいの時期に退院したいか

すぐにでも 条件が整えば その他 不明

49 61 8 6

39.5% 49.2% 6.5% 4.8%

すぐにでも 条件が整えば その他 不明

【問２（２）① 自由回答（抜粋）】
○すぐにでも退院したい

・住むところが見つかった
・家族が待っている
・早く自由になりたい
・今日にでも退院したい
・仕事がしたい

○条件が整えば退院したい
・住むところが決まっていない
・生活がうまくできるよう準備が出来たら
・主治医の許可がおりたら
・家族の了解を得たい
・体調がよくなったら



問２（３） 過去の退院希望等

○「退院したくない」と回答した患者のうち、「以前は退院
したかった」が４８．４％であった。また、「退院できない
理由が解消されれば退院したい」が３６．７％であっ
た。

問2（３）① 以前は退院したかったか
（（１）で退院したくないと回答した方）

退院したかった やや退院したかった
あまり退院したくな

かった
退院したくなかった その他

15 2 3 11 0

48.4% 6.5% 9.7% 35.5%

退院したかった やや退院したかった あまり退院したくなかった

退院したくなかった その他



問2（３）② 退院できない理由が解消されれば、退院
したいか

（（１）で退院したくないと回答した方）

退院したい 退院したくない その他

11 18 1

36.7% 60.0%

退院したい 退院したくない その他

問３ 希望する退院先・条件

○希望する退院先としては、「自宅」との回答が４４．１％
と最も多かった。

○また、賃貸住宅、グループホーム／ケアホームと回答
した患者に希望する条件を尋ねたところ、その住まい
が、「街の近く」「病院スタッフや友達とすぐ会える場
所」であれば退院したいと回答した患者が多く、「一人
暮らしをしたい」と回答した患者も多かった。



問3（１） 退院するとしたら、どこに住みたいか

自宅 賃貸住宅 GH/CH その他 不明 無効解答・無回答

75 30 31 13 14 7

44.1% 17.6% 18.2% 7.6% 8.2%

自宅 賃貸住宅 GH/CH その他 不明 無効解答・無回答

問3（２）① その住まいが街の近くであれ
ば、退院したいか

退院したい 退院したくない その他

55 4 7

83.3% 6.1% 10.6%

退院したい 退院したくない その他

※問３（１）で賃貸住宅、グループホーム／ケアホームと回答した場合に回答



【問３（２）① 自由回答（抜粋）】
＜住まいが街の近くなら退院したいか＞

○退院したい
・買い物がすぐに出来る
・便利だから
・生活がしやすい

○退院したくない、その他
・病院の近くがいい
・見てみないと分からない

問3（２）② その住まいが病院の敷地内な
ら退院したいか

退院したい 退院したくない その他

18 38 8

28.1% 59.4% 12.5%

退院したい 退院したくない その他

※問３（１）で賃貸住宅、グループホーム／ケアホームと回答した場合に回答



【問３（２）➁ 自由回答（抜粋）】
＜住まいが病院の敷地内なら退院したいか＞

○退院したい
・安心できる
・信頼できるスタッフがいる

○退院したくない、その他
・病院の中は嫌です
・退院した気にならない
・病院からは離れていたほうがいい
・自由な行動をしたい

問3（２）③ その住まいが、病院スタッフや
友達とすぐ会える場所なら退院したいか

退院したい 退院したくない その他

45 8 12

69.2% 12.3% 18.5%

退院したい 退院したくない その他

※問３（１）で賃貸住宅、グループホーム／ケアホームと回答した場合に回答



【問３（２）③ 自由回答（抜粋）】
＜住まいが病院スタッフや友達とすぐ会える場所なら退院したいか＞

○退院したい
・安心
・友達と遊べる
・一人でいるのが寂しい

○退院したくない、その他
・あまり会いたいとは思わない。
・故郷に帰りたい。
・知り合いがいなくても大丈夫。

問3（２）④ 病院の友達と一緒なら退院したいか

退院したい 退院したくない その他

21 27 17

32.3% 41.5% 26.2%

退院したい 退院したくない その他

※問３（１）で賃貸住宅、グループホーム／ケアホームと回答した場合に回答



【問３（２）④ 自由回答（抜粋）】
＜病院の友達と一緒なら退院したいか＞

○退院したい
・安心
・話ができる
・心強い
・気心が知れている

○退院したくない、その他
・一人がよい
・親しい友達がいない
・一緒は嫌だ
・家族と暮らしたい
・プライバシーが保てない

問3（２）⑤ 一人暮らしがしたいか

一人暮らしがしたい したくない その他

46 15 4

70.8% 23.1% 6.2%

一人暮らしがしたい したくない その他

※問３（１）で賃貸住宅、グループホーム／ケアホームと回答した場合に回答



【問３（２）⑤ 自由回答（抜粋）】
＜一人暮らしがしたいか＞

○一人暮らしがしたい
・自由な時間がほしい
・自分で好きなことができる
・束縛されない
・静かでいい
・気をつかわなくてすむ

○したくない、その他
・家族と暮らしたい
・世話をしてくれる人が身近にいる方が安心
・グループホームで住みたい

問3（２）⑥ 誰かと何人かで一緒に住みたいか

何人かで住みたい 住みたくない その他

16 35 14

24.6% 53.8% 21.5%

何人かで住みたい 住みたくない その他

※問３（１）で賃貸住宅、グループホーム／ケアホームと回答した場合に回答



【問３（２）⑥ 自由回答（抜粋）】
＜誰かと何人かで一緒に住みたいか＞

○住みたい
・寂しい
・皆で楽しみたい
・家事を手伝ってもらえると助かる

○住みたくない、その他
・一人で住みたい
・家族と暮らしたい
・気をつかう

問3（２）⑦ 食事の世話などをしてくれ
る人と一緒に住みたいか

住みたい 住みたくない その他

29 29 7

44.6% 44.6% 10.8%

住みたい 住みたくない その他

※問３（１）で賃貸住宅、グループホーム／ケアホームと回答した場合に回答



【問３（２）⑦ 自由回答（抜粋）】
＜食事の世話などをしてくれる人と一緒に住みたいか＞

○住みたい
・安心
・心強い
・料理ができないので
・世話をしてくれる人がいると不安がない

○住みたくない、その他
・家事は自分で出来る
・外食したい
・一人が良い
・迷惑をかけたくない

問４ 退院後使用したいサービス・必要な支援

○退院後の生活の不安について、「不安がある」と回答し
た患者が多く、５８．８％であった。また、不安の内容と
しては、経済状況、食事に対する不安が多かった。（複
数選択可）



問4（１） 退院後の生活上の不安

不安がある 不安はない その他 不明 無効解答・無回答

100 48 7 8 7

58.8% 28.2% 4.1%4.7%

不安がある 不安はない その他 不明 無効解答・無回答

問4（２）※ 生活上の不安はどのよう
なものか

家事（食事）
家事（買い

物）
家事（洗濯）

家事（その
他）

相談できる
場所

家族との関
係

経済状況 その他

42 30 21 12 30 27 59 38

13.3% 9.5% 6.6% 3.8% 9.5% 8.5% 18.7% 12.0%

家事（食事） 家事（買い物） 家事（洗濯） 家事（その他）

相談できる場所 家族との関係 経済状況 その他

※複数回答可



病院職員への意見聴取

問１ 病院に入院している理由

○最も重要な理由として挙げられたのは、「病気の状態」
が３２．９％、「住むところがない」が１４．１％であった。
（複数選択可）

問1 入院理由（最重要）

病院からの
許可

病気の状
態

住居
家族の反

対
金銭的問

題
不安

病院にいた
い

その他
無効解答・

無回答

20 56 24 17 2 13 3 8 27

11.8% 32.9% 14.1% 10.0% 7.6% 4.7%

病院からの許可 病気の状態 住居

家族の反対 金銭的問題 不安

病院にいたい その他 無効解答・無回答



問1※ 入院理由（最重要以外）

病院からの
許可

病気の状態 住居 家族の反対 金銭的問題 不安
病院にいた

い
その他

37 43 49 26 7 35 17 16

16.1% 18.7% 21.3% 11.3% 3.0% 15.2% 7.4% 7.0%

病院からの許可 病気の状態 住居 家族の反対

金銭的問題 不安 病院にいたい その他

※複数回答可

問２ 退院可能性

○現在の病状で退院可能性ありと６２．４％が回答してい
る。

○また、生活能力として退院可能性ありと回答した職員
が６０．０％、経済的に退院可能性ありと回答した職員
が７６．５％であった。

○今回の入院中に退院していいと伝えられたことがある
かという問では、４７．１％が「ある」、４４．１％が「ない」
と回答している。



問2（１） 現状の病状で退院して生活できるか

退院の可能性あり 退院の可能性なし 不明

106 53 11

62.4% 31.2% 6.5%

退院の可能性あり 退院の可能性なし 不明

問2（２）生活能力として退院して生活でき
るか

退院の可能性あり 退院の可能性なし 不明

102 52 16

60.0% 30.6% 9.4%

退院の可能性あり 退院の可能性なし 不明



問２(３)経済的に退院して生活できるか

退院の可能性あり 退院の可能性なし 不明

130 21 19

76.5% 12.4% 11.2%

退院の可能性あり 退院の可能性なし 不明

問２(４)今回の入院中に退院していいと伝えられ
たか

ある ない 不明

80 75 15

47.1% 44.1% 8.8%

ある ない 不明



問３～４ 退院の際に必要な住まい

○退院の際に必要な住まいについて、「グループホーム
／ケアホーム」との回答が６２．７％と最も多く、自宅は
１５．５％であった。（複数選択可）

○また、住まいを病院敷地内に設置した場合の退院可
能性としては、６７．６％が「退院の可能性あり」と回答
しており、該当する住まいのうち最も多かったのが、
「グループホーム／ケアホーム」であった。

問３※退院される場合に必要な住まいや
施設

自宅 賃貸住宅 GH/CH
介護老人保健

施設
介護老人福祉

施設
その他

17 9 69 5 6 4

15.5% 8.2% 62.7% 4.5% 5.5% 3.6%

自宅 賃貸住宅 GH/CH 介護老人保健施設 介護老人福祉施設 その他

※複数回答可



問４ 問３の２～６の住まいや施設を病院施設
内に設置した場合、退院が可能か

退院の可能性あり 退院の可能性なし 不明 無効解答・無回答

115 17 17 21

67.6% 10.0% 10.0% 12.4%

退院の可能性あり 退院の可能性なし 不明 無効解答・無回答

問4① 問３の２～６のうち、該当する住まい
や施設（退院の可能性がありと回答した方）

自宅 賃貸住宅 GH/CH
介護老人保健

施設
介護老人福祉

施設
その他

無効解答・無
回答

1 12 82 1 11 3 5

10.4% 71.3% 9.6%

自宅 賃貸住宅 GH/CH 介護老人保健施設



問５ 退院の際に必要な地域医療／サービス

○【１．医療】では、「精神科通院医療」「精神科訪問看
護」「精神科デイケア」が多かった。（複数選択可）

○【２．障害者総合支援法等に係るサービス】では、「通
所系サービス」「訪問系サービス」が多かった。（複数
選択可）

○【３．介護保険法等に係るサービス】では、「サービスを
必要としない」という回答が多かった。（複数選択可）

○【４．その他のサービス等】では、「保健所保健師による
訪問」「市町村保健師による訪問」が多かった。（複数
選択可）

問５ １※ 退院される場合に必要な
地域医療/サービス (医療)

精神科通院医
療

精神科訪問看
護

精神科デイケ
ア

一般医
身体合併症に
対応できる精

神科医

ACT・アウト
リーチ

不要 その他

168 141 114 26 41 41 0 0

31.6% 26.6% 21.5% 4.9% 7.7% 7.7%

精神科通院医療 精神科訪問看護

精神科デイケア 一般医

身体合併症に対応できる精神科医 ACT・アウトリーチ

不要 その他

※複数回答可



問５ ２※障害者総合支援等に係るサー
ビス

就労系サービス 訪問系サービス 通所系サービス 入所系サービス

不要 その他就労移行
支援事業

就労継続
支援A型

就労継続
支援B型

居宅介護
重度訪問

介護
自立訓練 生活介護

地域活動
支援セン

ター
短期入所

自律訓練
（宿泊型）

3 4 22 49 2 38 11 28 16 16 17 3

10.5% 23.4% 18.2% 5.3% 13.4% 7.7% 7.7% 8.1%

就労系サービス 就労移行支援事業 就労系サービス 就労継続支援A型 就労系サービス 就労継続支援B型

訪問系サービス 居宅介護 訪問系サービス 重度訪問介護 通所系サービス 自立訓練

通所系サービス 生活介護 通所系サービス 地域活動支援センター 入所系サービス 短期入所

入所系サービス 自律訓練（宿泊型） 入所系サービス 不要 入所系サービス その他

※複数回答可

問５ ３※ 介護保険法等に係るサービス

訪問系サービス 通所系サービス 入所系サービス

不要 その他
訪問介護 訪問看護

訪問リハビリ
テーション

通所介護
通所リハビリ
テーション

短期入所
認知症対応
型共同生活

介護

小規模多機
能介護型居

宅介護

12 11 2 4 3 5 5 7 58 2

11.0% 10.1% 4.6% 4.6% 6.4% 53.2%

訪問系サービス 訪問介護 訪問系サービス 訪問看護

訪問系サービス 訪問リハビリテーション 通所系サービス 通所介護

通所系サービス 通所リハビリテーション 入所系サービス 短期入所

入所系サービス 認知症対応型共同生活介護 入所系サービス 小規模多機能介護型居宅介護

入所系サービス 不要 入所系サービス その他

※複数回答可



問５ ４※ その他のサービス等

保健所保健師
による訪問

市町村保健師
による訪問

福祉事務所によ
る訪問

不要 その他

82 89 30 36 6

33.7% 36.6% 12.3% 14.8%

保健所保健師による訪問 市町村保健師による訪問 福祉事務所による訪問

不要 その他

※複数回答可

２） 退院患者に対する意見聴取

※表中の数字は、全て人数（単位：人）であり、棒グラフの数字は、全て
構成比（単位：％）である。



基本情報

今回の意見聴取対象者の主な特徴は、以下のとおり。

○４０～６４歳、未婚、グループホーム／ケアホームに居
住、単身生活が多い。

○医療保険等は、国民健康保険、生活保護が多い。

○入院回数は、２回が最も多いが、５回以上も４割弱であ
る。

○精神保健福祉手帳を所持していない方が４２．５％、障
害年金を受給していない方が４５．０％である。

○障害程度区分、要介護認定は申請なしが多い。

○診断名は統合失調症が多く、身体合併症ありの内訳
では、糖尿病、高血圧が多い。

問１ 年齢・性別

20～39歳 40～64歳 65歳以上 計

5 23 12 40

12.5% 57.5% 30.0%

20～39歳 40～64歳 65歳以上

年齢 性別

男性 女性 計

23 17 40

57.5% 42.5%

男性 女性



問３ 婚姻状況

未婚 既婚 内縁 離婚 死別 計

24 1 0 13 2 40

60.0% 32.5% 5.0%

未婚 既婚 内縁 離婚 死別

問４ 居住状況

自宅 賃貸住宅 GH/CH
介護老人保健

施設
介護老人保健

施設
その他 計

8 14 17 0 0 1 40

20.0% 35.0% 42.5%

自宅 賃貸住宅 GH/CH 介護老人保健施設 介護老人保健施設 その他



問５※ 世帯状況

父親 母親 兄弟姉妹 配偶者 息子・娘 単身 その他

2 4 1 1 1 12 4

8.0% 16.0% 48.0% 16.0%

父親 母親 兄弟姉妹 配偶者 息子・娘 単身 その他

※複数回答可

問６ 医療保険等

国民健康保険
被用者健康保険

本人
被用者健康保険

家族
生活保護 その他 計

21 0 1 18 0 40

52.5% 45.0%

国民健康保険 被用者健康保険本人 被用者健康保険家族 生活保護 その他



問８ 入院回数

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回以上 計

4 10 5 4 2 5 0 1 1 2 4 38

10.5% 26.3% 13.2% 10.5% 5.3% 13.2% 5.3% 10.5%

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回以上

問8－１ 通算入院回数

5年未満 5年以上10年未満 10年以上

17 12 11

42.5% 30.0% 27.5%

5年未満 5年以上10年未満 10年以上



問９ 精神障害者保健福祉手帳

なし 1級 2級 3級 計

17 4 17 2 40

42.5% 10.0% 42.5% 5.0%

なし 1級 2級 3級

問１０ 障害年金等級

なし 1級 2級 3級 計

18 3 19 0 40

45.0% 7.5% 47.5%

なし 1級 2級 3級



問１１ 障害程度区分

申請なし 非該当 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6 計

20 1 3 7 3 5 0 0 39

51.3% 7.7% 17.9% 7.7% 12.8%

申請なし 非該当 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6

問１２ 要介護認定

申請なし 非該当 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計

31 1 1 1 5 1 0 0 0 40

77.5% 12.5%

申請なし 非該当 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5



問１３ 主診断名

アルツ
ハイ
マー型
認知症

血管性
認知症

その他
認知症

特定不
能の認
知症

その他
器質性
精神病

アル
コール
使用に
よる精
神障害

薬物に
伴う精
神障害

統合失
調症

その他
の精神
病性障
害

気分障
害

神経症
性障害
等

生理的
障害等

人格・
行動の
障害

知的障
害

発達障
害

少年・
青年期
に発症
する行
動及び
情緒障
害

特定不
能の精
神障害

てんか
ん

計

1 0 0 0 0 2 0 27 6 1 1 0 1 0 0 0 0 0 39

69.2% 15.4%

アルツハイマー型認知症 血管性認知症

その他認知症 特定不能の認知症

その他器質性精神病 アルコール使用による精神障害

薬物に伴う精神障害 統合失調症

その他の精神病性障害 気分障害

神経症性障害等 生理的障害等

人格・行動の障害 知的障害

発達障害 少年・青年期に発症する行動及び情緒障害

特定不能の精神障害 てんかん

問１４ 身体合併症の有無

あり なし 計

23 16 39

59.0% 41.0%

あり なし



問１４①※ 身体合併症（有りの場合）

廃用症
候群

低栄養 水中毒 糖尿病 高血圧 骨折 肺炎
その他
感染症

脳血管
疾患

悪性新
生物

肺気腫・
COPD

慢性腎
不全

パーキ
ンソン病
関連疾

患

その他

0 0 0 7 7 0 0 0 2 0 1 0 4 8

24.1 24.1 6.9 13.8 27.6

廃用症候群 低栄養 水中毒 糖尿病 高血圧

骨折 肺炎 その他感染症 脳血管疾患 悪性新生物

肺気腫・COPD 慢性腎不全 パーキンソン病関連疾患 その他

※複数回答可

ご本人への意見聴取

問１ 退院のきっかけ

○最も重要な理由として挙げられたのは、「退院の許可
がおりたから」であり、４２．５％であった。



問1 退院しようと思ったきっかけ（最重要）

病院からの許
可

病気が回復
住居が見つ

かった
家族が協力

相談に乗ってく
れる人

その他
無効解答・無

回答

17 6 7 1 5 4 0

42.5% 15.0% 17.5% 12.5% 10.0%

病院からの許可 病気が回復 住居が見つかった 家族が協力

相談に乗ってくれる人 その他 無効解答・無回答

問1※ 退院しようと思ったきっかけ
（最重要以外）

病院からの許可 病気が回復
住居が見つかっ

た
家族が協力

相談に乗ってくれ
る人

その他

13 9 12 7 16 2

22.0% 15.3% 20.3% 11.9% 27.1%

病院からの許可 病気が回復 住居が見つかった

家族が協力 相談に乗ってくれる人 その他

※複数回答可



問２ 退院して良かったこと

○最も重要な理由として挙げられたのは、「自由がある」
であり、６０．０％であった。

○その他、複数回答として、「好きな時に好きなところへ
外出できる」「好きなものを食べられる」「プライバシー
がある」などの回答が多かった。

問2 退院してよかったこと（最重要）

自由が
ある

好きな
物が食
べられ

る

好きな
時にお
風呂や
トイレに
入れる

工賃や
給料が
もらえ

る

プライ
バシー
がある

好きな
テレビ
が見ら
れる

好きな
時に外
出がで
きる

病院の
ルール
に縛ら

れなくな
る

自分で
決めら
れる

お金が
自由に
使える

よく眠
れる

仕事が
できる
ように
なった

友人・
仲間が
できた

生活に
張り合
いがあ

る

病気が
良く

なった

成長で
きてい
ると感
じる

人間関
係から
解放

希望を
持てる
ように
なった

その他
無効解
答・無
回答

24 1 1 0 1 1 2 1 1 0 0 0 1 0 1 1 2 2 0 1

60.0% 5.0% 5.0% 5.0%

自由がある 好きな物が食べられる 好きな時にお風呂やトイレに入れる

工賃や給料がもらえる プライバシーがある 好きなテレビが見られる

好きな時に外出ができる 病院のルールに縛られなくなる 自分で決められる

お金が自由に使える よく眠れる 仕事ができるようになった

友人・仲間ができた 生活に張り合いがある 病気が良くなった

成長できていると感じる 人間関係から解放 希望を持てるようになった

その他 無効解答・無回答



問2※ 退院してよかったこと
（最重要以外）

自由が
ある

好きな
物が食
べられ

る

好きな
時にお
風呂や
トイレに
入れる

工賃や
給料が
もらえ

る

プライ
バシー
がある

好きな
テレビ
が見ら
れる

好きな
時に外
出がで
きる

病院の
ルール
に縛ら
れなく
なる

自分で
決めら
れる

お金が
自由に
使える

よく眠
れる

仕事が
できる
ように
なった

友人・
仲間が
できた

生活に
張り合
いがあ

る

病気が
良く

なった

成長で
きてい
ると感
じる

人間関
係から
解放

希望を
持てる
ように
なった

その他

12 21 20 5 21 20 23 21 20 14 17 3 10 15 16 7 12 10 4

4.4% 7.7% 7.4% 7.7% 7.4% 8.5% 7.7% 7.4% 5.2% 6.3% 5.5% 5.9% 4.4%

自由がある 好きな物が食べられる 好きな時にお風呂やトイレに入れる

工賃や給料がもらえる プライバシーがある 好きなテレビが見られる

好きな時に外出ができる 病院のルールに縛られなくなる 自分で決められる

お金が自由に使える よく眠れる 仕事ができるようになった

友人・仲間ができた 生活に張り合いがある 病気が良くなった

成長できていると感じる 人間関係から解放 希望を持てるようになった

その他

※複数回答可

問３～５ 退院後の住まい

○退院後の住まいとして、病院の敷地に居住施設があっ
た場合、「住みたかった」「どちらかというと住みたかっ
た」との回答が３２．５％、「住みたくなかった」「どちらか
というと住みたくなかった」との回答が６０．０％であっ
た。

○住みたかった理由としては、「外来やデイケア、ナイト
ケアなどに通うのに近くて楽だから」、住みたくなかった
理由としては、「自由がない気がするから」との回答が
多かった。



問3 退院後の住まいとして、病院の敷地にあ
る居住施設があった場合、住みたかったか

住みたかった
どちからというと
住みたかった

どちらかというと
住みたくなかった

住みたくなかった 不明 無効解答・無回答

9 4 8 16 3 0

22.5% 10.0% 20.0% 40.0% 7.5%

住みたかった どちからというと住みたかった

どちらかというと住みたくなかった 住みたくなかった

不明 無効解答・無回答

問4 問3で住みたかった、どちらかというと住み
たかったと答えた場合、その理由

7.7% 30.8% 15.4% 15.4% 15.4% 15.4%

スタッフがいると安心 近いと通うのに楽 敷地内にいると安心

友人と離れたくない その他 無効解答・無回答

スタッフがいると
安心

近いと通うのに楽
敷地内にいると安

心
友人と離れたくな

い
その他 無効解答・無回答

1 4 2 2 2 2



問5 問3で住みたくなかった、どちらかというと
住みたくなかったと答えた場合、その理由

8.3% 20.8% 8.3% 12.5% 4.2% 8.3% 37.5%

退院した気がしない 自由がない気がする

監視されている気がする 病院の枠から抜けていないと思う

病院の生活パターンとあまり変わらない 社会に出て世界を広げたい

病棟での人間関係を引きずりたくない 周りの人から退院したと思われない

場所が不便 その他

無効解答・無回答

退院した気
がしない

自由がな
い気がする

監視されて
いる気がす

る

病院の枠
から抜けて
いないと思

う

病院の生活
パターンと
あまり変わ

らない

社会に出て
世界を広げ

たい

病棟での人
間関係を引
きずりたく

ない

周りの人か
ら退院した
と思われな

い

場所が不
便

その他
無効解答・

無回答

2 5 2 3 0 1 0 0 0 2 9

問６ 地域でもっと受けたい支援やサービス

○「いつでも相談できる場所」との回答が多く、５０．０％
であった。



問6 地域でもっと受けたいサービス

家事の支援
仕事を教えてくれ

る場所
いつでも相談でき

る場所
日中の居場所 その他 無効解答・無回答

3 3 20 4 3 7

7.5% 7.5% 50.0% 10.0% 7.5% 17.5%

家事の支援 仕事を教えてくれる場所

いつでも相談できる場所 日中の居場所


